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電子マネーやEコマースの話で盛り上が

ったが（モンデックスも、倒産してしま

ったディジキャッシュもヨーロッパの企

業だった！）、それよりも地域社会の中

でインターネットをどう使っていくのか

という議論とか実践とか、『文化』とし

ての定着のほうが強かったというわけだ。

その取り組みは、「インターネットは

どのメディアよりも自分たちにとって使

えるメディア」という認識を高めて、生

活や文化の血肉となりつつある。

実践的な可能性を探る旅

ヨーロッパは７億もの人が住む広大な

大陸。アムステルダムのような先進的な

地域だけでなく、たとえば紛争の真っ只

中にあったサラエボでは、インターネッ

トが政府の統制下にあったほかのメディ

アに代わって、コミュニケーションの回

路として市民や難民たちに使われた。日

本人が想像し得ないような状況にある地

域を舞台に、インターネットの実際的な

可能性が模索されているわけだ。

というわけでこの連載では、「インタ

ーネットのある社会」の姿を現実化させ

ている、ヨーロッパのインターネットや

デジタルカルチャーの先進地域を紹介し

ていくつもりだ。その『社会』が誰の手

によってどのように実現したのかを現地

の要人たちの取材によって明らかにして

いきたい（少し偉そうに言ってしまうと、

「IT革命」に行き詰まった人たちにちょ

っとしたヒントになればと思っている）。

連載第1回の今月は次号以降で取り上

げるヨーロッパの各地域についてまとめ

て紹介しておこう。ここでは『未来』が

もう始まっているのだ。

国境を越えた経済・文化圏

インターネットのビジネスモデルの手

本として日本人が参考にしているのが、

米国のシリコンバレー（サンフランシス

コのあるベイエリア）やシリコンアレー

（ニューヨーク）だというのは誰もが疑い

ようもない事実だと思う。だがインター

ネットを使った未来社会や文化の手本

として彼らが参考にしている場所がある

のは、日本では意外に知られていない。

それがヨーロッパだと言うと、否定す

る人も多いかもしれない。いち早くデジ

タル経済社会へと脱皮した米国や、活

力溢れるアジアと違って、ヨーロッパと

言えば「遅れている旧大陸」だの「取

り残されている地域」だの先入観を持つ

人が日本には多いからだ。

しかし、ヨーロッパはEUという国境

の垣根を越えた巨大な経済・文化圏だ

ということ忘れてはいけない。周知のと

おり、国境を越えた共通の通貨を作っ

たり自由に通話ができる携帯電話を規

格化したりしている、ある意味で最先端

の社会の姿が生み出され続けている地域

なのだ。もちろんインターネットの世界

でも同じで、社会や文化の最先端のモ

デルがヨーロッパ各地で自然と生まれ、

展開されている。

インターネットは『文化』の土台

1990年代初頭にインターネットが商

用向けに開放されたとき、「Eコマース

はビジネスチャンスだ！」ととらえるよ

りも、コミュニケーションツールとして

「使いたい人たちが使える自由なメディ

アなんだ」と考える人がヨーロッパには

多かった。もちろん、世界でもいち早く
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INTERNET magazine 2001/4 305オフショア：英語では「沖合い」「海外・域外」といった意味だが、オフショアバンクが顧客の秘密保持のために第三者を介入させない銀行を指すように、ここでは第三者の介入できない
データセンターを修飾している。

■ オーストリア
Austria

都市の日常生活の中にアートが入り込

むこの国では、ITをアートとしてどの

ように取り入れていくのかという試み

が繰り返されている。たとえば、最先

端の電子芸術の祭典、アルス・エレク

トロニカ（リンツ市）が20年以上も前

に始まり、先端科学をアートという視

点からとらえるユニークな場として定

着している。たとえば昨年のアルス･エ

レクトロニカのテーマは「ネクストセッ

クス」という、生活にかかわる先進的

な内容をとり上げている。このような

活動の積み重ねが、製鉄業に強く依存

してきた斜陽の街をIT産業における優

秀な人材を輩出する街へと変えている。
（写真は昨年のアルス・エレクトロニカのハイ
ライト「精子レース」の様子）

■ スロベニア
Slovenia

ほんの四国ほどのサイズの小国は、日

本をしのぐ東欧の中ではズバ抜けたイ

ンターネット普及率を誇っている。と

りわけインターネットに関連した産業

が強いわけでもないこの国がその地位

にある背景には、インターネットを文

化・アートとして積極的に利用してい

きたいというアーティストたちの活動が

あるからである。アーティスト自身の

手によって作られたメディアラボ『リ

ュドミラ』（リュブリアナ市）を中心

に、希望する国民すべてに対してネッ

トの無料接続やサーバーが提供される

など、小国だからこそ実現できたとも

いえる環境がある。
（写真はメディアアーティストのヴック・コジ
ッチ）

■ シーランド
Sealand

英国ブリテン島の沖合のフォートレス

（台場）に『シーランド公国』という、

世界のどの国も承認していない「独立

国」がある。英国の法廷がこの台場

を、公海上にある設備として英国の統

治が行き届かないものと判断したこと

で、シーランドはどの政府の支配もお

よばない場所となっている。この「国」

を舞台にいま、データを確実に秘密に

保管できるオフショアのデータセンタ

ーが、ベンチャー企業『ヘイブンコー』

の手によって生まれつつある。未来の

話として片付けられてきたような、デ

ジタルメディア社会のもう1つの顔がこ

こに見え隠れする。
（写真はシーランドに本社を構えたアーティス
ト集団「etoy」の面々）

■ ユーゴスラビア連邦
Yugoslavia

紛争によって他国から孤立する中、エ

クソダスを求める若者たちは支配者た

ちが思いもしなかったメディアの使い

方を生み出して駆使することで、外界

と結びついた文化を辛抱強く保ち続け

てきた。そんな様を表しているのが、

インターネット放送で国際社会にその

存在を示すことで生き延びた、地元で

人気の自主ラジオ放送局「B92」だ。

手に入るありとあらゆるマシンを駆使

してコンテンツを作り続けるアーティ

ストたちを支えたメディアセンターREX

（ベオグラード市）のように、極限状態

がデジタルメディアによってユニークな

文化を生み出す現象が起こっている。
（写真は空爆の痕がまだ残るベオグラード新都
心の放送センタービル）

これがヨーロッパネット社会の現実だ

■オランダ
Holland

この国最初のダイアルアッププロバイ

ダー（XS4ALL）はハッカーたちの手

によって作られた。また、同時期にア

ムステルダムでは、インターネットをど

のように使うかという議論が話題とな

って、ダイアルアップ接続、POPアカ

ウント、ウェブスペースなどをすべて無

料で提供するNPOのコミュニティーサ

ービス（デジタルスタッド）が生まれ

た。ダッチモデルとして注目されるオ

ランダでは、このようにいつでも新し

いメディアを社会の中の機能として使

うための方法が考えられている。
（写真はアムステルダムに長年住み続ける住宅
不法占拠者が作った「メディアセンター」）
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